
自治体立入調査（平成12～14年度）における亜鉛の報告下限値（定量限界値）の設定状況

0.001 0.005 0.01 0.02 0.04 0.05 0.1 0.15 0.2 0.3 0.5

北海道 旭川市 ○
北海道 札幌市 ○
北海道 函館市 ○
北海道 ○ ○
青森県 八戸市 ○
青森県 ○
岩手県 盛岡市 ○
岩手県 ○
宮城県 ○
秋田県 秋田市 ○
秋田県 ○
山形県 山形市 ○
山形県 ○
福島県 いわき市 ○
福島県 郡山市 ○
福島県 福島市 ○
福島県 ○
茨城県 ○
群馬県 高崎市 ○
群馬県 前橋市 ○ ○
群馬県 ○
埼玉県 さいたま市 ○ ○
埼玉県 越谷市 ○
埼玉県 所沢市 ○
埼玉県 川越市 ○ ○
埼玉県 川口市 ○
埼玉県 ○ ○ ○
千葉県 市原市 ○ ○
千葉県 市川市 ○
千葉県 松戸市 ○
千葉県 千葉市 ○
千葉県 船橋市 ○
千葉県 柏市 ○
千葉県 ○
東京都 町田市 ○
東京都 八王子市 ○
東京都 ○
神奈川県 横須賀市 ○
神奈川県 横浜市 ○
神奈川県 茅ヶ崎市 ○
神奈川県 厚木市 ○
神奈川県 小田原市 ○
神奈川県 川崎市 ○
神奈川県 相模原市 ○ ○
神奈川県 大和市 ○ ○
神奈川県 藤沢市 ○
神奈川県 平塚市 ○
神奈川県 ○
新潟県 新潟市 ○
新潟県 ○ ○
富山県 富山市 ○
富山県 ○
石川県 金沢市 ○
石川県 ○
福井県 福井市 ○
福井県 ○
山梨県 ○
長野県 松本市 ○
長野県 長野市 ○ ○ ○ ○
長野県 ○ ○ ○
岐阜県 岐阜市 ○
岐阜県 ○ ○
静岡県 沼津市 ○
静岡県 静岡市 ○ ○ ○ ○
静岡県 浜松市 ○
静岡県 富士市 ○
静岡県 ○

亜鉛の報告下限値（mg/L）
都道府県名 市名



自治体立入調査（平成12～14年度）における亜鉛の報告下限値（定量限界値）の設定状況

0.001 0.005 0.01 0.02 0.04 0.05 0.1 0.15 0.2 0.3 0.5

亜鉛の報告下限値（mg/L）
都道府県名 市名

愛知県 岡崎市 ○ ○
愛知県 春日井市 ○
愛知県 豊橋市 ○
愛知県 豊田市 ○
愛知県 名古屋市 ○
愛知県 ○
三重県 四日市市 ○
滋賀県 大津市 ○
滋賀県 ○
京都府 京都市 ○
京都府 ○
大阪府 茨木市 ○
大阪府 岸和田市 ○
大阪府 高槻市 ○
大阪府 堺市 ○
大阪府 寝屋川市 ○
大阪府 吹田市 ○
大阪府 大阪市 ○
大阪府 東大阪市 ○
大阪府 八尾市 ○
大阪府 豊中市 ○
大阪府 枚方市 ○ ○ ○
兵庫県 加古川市 ○
兵庫県 神戸市 ○
兵庫県 西宮市 ○
兵庫県 尼崎市 ○
兵庫県 姫路市 ○
兵庫県 明石市 ○
兵庫県 ○
和歌山県 和歌山市 ○
和歌山県 ○
鳥取県 ○
島根県 ○
岡山県 岡山市 ○
岡山県 倉敷市 ○
岡山県 ○
広島県 呉市 ○
広島県 広島市 ○
広島県 福山市 ○
広島県 ○
山口県 下関市 ○ ○
徳島県 ○
香川県 高松市 ○
香川県 ○
愛媛県 ○
福岡県 久留米市 ○
福岡県 福岡市 ○
福岡県 北九州市 ○
福岡県 ○
佐賀県 ○
長崎県 佐世保市 ○
長崎県 長崎市 ○
長崎県 ○
熊本県 熊本市 ○ ○
熊本県 ○
大分県 大分市 ○
大分県 ○
宮崎県 ○
鹿児島県 鹿児島市 ○
鹿児島県 ○ ○

4 7 44 4 6 27 33 6 1 1 19合計



亜鉛の分析法

日本工業規格Ｋ０１０２（工場排水試験方法）５３に定める方法（準備操作は規格に

よるほか、キレート樹脂イオン交換法を用いることもできる ）で分析する。。

具体的には、酸処理後、必要に応じ溶媒抽出法、又はキレート樹脂を用いたイオン交

換法により前処理を行い、以下のいずれかの方法で測定する。

①フレーム原子吸光法

②電気加熱原子吸光法

③ 発光分光分析法ICP

④ 質量分析法ICP

○酸処理について

懸濁物の有無に応じて、酸による前処理を行うこととなっている。

①塩酸又は硝酸酸性で煮沸

この方法は、有機物や懸濁物が極めて少ない試料に適用する。

②塩酸又は硝酸による分解

この方法は、有機物が少なく、懸濁物として水酸化物、酸化物、硫化物、りん酸塩

などを含む試料に適用する。

③硝酸と過塩素酸とによる分解

この方法は、酸化されにくい有機物を含む試料に適用する。

④硝酸と硫酸とによる分解

この方法は、多種類の試料に適用することができる。



亜鉛の排水濃度の実態【各濃度レベルの割合】
（自治体立入調査：平成１６年度）
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亜鉛の排水濃度の実態【各濃度レベルの割合】（金属製品製造業）
（自治体立入調査：平成１６年度）
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参考資料５

事業場排水実態調査
（補足事項）

◎排水処理の目的

業 種 亜鉛の排出源 排水処理の主目的

化学工業その１ 紡糸工程における硫酸亜鉛浴後 ◆凝集沈殿処理(硫酸ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、高
の洗浄水 分子凝集剤)
レーヨン・アセテート製造業 ・主にＳＳの除去（ ）

◆活性汚泥処理
・主にＣＯＤの除去

鉱 業 主に鉱山浸出水、堆積場からの ◆凝集沈殿処理(消石灰)
浸透水 ・主にＣｄ、Ｆの除去

◎冷却水等の合流の影響（希釈等）

業 種 亜鉛濃度の低減状況

化学工業その１ ○排水処理前の亜鉛濃度 ～ に対し、処理後は 程度50 150mg/l 3mg/l
であり、この段階で排水基準値を既に下回っている。

○その後、他の排水が合流し排水量が増加( 倍)。その結果、濃度10
がさらに１オーダー低下。

50 90mg/l 0.5mg/l鉄鋼業 ○排水処理前の亜鉛濃度 ～ に対し、処理後は概ね
未満であり、この段階で排水基準値を既に下回っている。

○その後、冷却水等が合流し、濃度がさらに低下。

◎温水ブローに含有する亜鉛の影響

業 種 亜鉛の排出源 温水ブローの影響

化学工業その２ 温水ブロー(循環水)に導管腐食 処理水の濃度はＮＤであるが、そ
防止剤として添加する塩化亜鉛 の後、温水ブロー( 程度)と0.6mg/l

冷却水(ＮＤ)が混入し、排出水の
濃度が若干上昇（ 未満 。0.1mg/l ）

◎鉱業の排水の特徴

業 種 亜鉛濃度の低減状況

鉱 業 凝集沈殿後の濃度が他の業種に比べて高い原因としては、鉱山浸出
水、堆積場からの浸透水等の濃度が高いこと等が影響している。
（工程排水は０．１ 未満）mg/l



事業場排水における亜鉛濃度の時間変動について
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公共用水域へ放流 

汚水処理工程における調査地点 
（水道業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（水道業）  
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（金属製品製造業）  



 

調査地点① 
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④放流水(自然沈降処理水)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1 2 3 4 5 6 7 8

0

200

400

600

800
(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

（回次）

①代表工程廃水

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6 7 8

0

20

40

60

80
(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

（回次）

②凝集沈殿処理水

0

5

10

15

20

1 2 3 4 5 6 7

0

20

40

60

80

8

③活性汚泥処理水

0

5

10

15

20

1 2 3 4 5 6 7 8

0

20

40

60

80
(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

（回次）

（回次）

(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

放
流
水 

処
理
水 

工
程
水 
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（化学工業その１）  
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（化学工業その２）  



調査地点③ 

ライナー系 
（段ボール原紙処理）廃水 

新聞処理系廃水 

調査地点① 

ｐH調整 

浮上分離処理 

調査地点② 調査地点④ 

浮上分離処理 

調査地点⑤ 

活性汚泥処理 

調査地点⑥ 

自然沈降分離処理 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（パルプ・紙・紙加工品製造業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（パルプ・紙・紙加工品製造業）  



その他工程廃水 

製錬工程廃水 

調査地点② 

生産系複合廃水 
（工程廃水） 

調査地点① 

旧選鉱場下部雨水集水層 

△△浸透水 

○○たい積場浸透水 

非生産系複合廃水 
（浸透水） 

調査地点③ 

凝集沈殿処理 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（鉱業） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③放流水(凝集沈殿処理水)
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（鉱業）  



□□工程 △□工程 

△△工程 ○○工程 

調査地点① 

複合廃水 

複合廃水 

調査地点② 

調査地点③ 

□×工程 ×□工程 

△×工程 ○×工程 

冷却水 

排水処理過程 
（凝集沈殿処理等） 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（鉄鋼業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（鉄鋼業）  



 

服地染色廃水 

調査地点① 

凝集沈殿処理 

調査地点② 

調査地点③ 

精練（服地洗い）工程廃水 

カーペット染色廃水 

調査地点⑥ 

複合廃水 

調査地点④ 

調査地点⑤ 

冷却水 

活性汚泥処理 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（繊維工業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（繊維工業）  



焼結工程 

その他工程 
溶鉱炉 

廃ガス洗浄施設 

複合廃水 

調査地点① 

沈降分離処理 

調査地点② 

凝集沈殿処理（１段目） 

調査地点③ 

凝集沈殿処理（２段目） 

調査地点④ 

ろ過 

調査地点⑤ 

ｐH調整 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（非鉄金属製造業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（非鉄金属製造業）  



照明器具の塗装面の下地処理後

の洗浄廃水 
※塗料中亜鉛含有無し 

生産工程からの廃水 

調査地点① 

調査地点② 

凝集沈殿処理 

砂ろ過 

調査地点③ 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（電気機械器具製造業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（電気機械器具製造業）  



その他工程 代表生産工程 
（ワックス生産） 

調査地点② 

調査地点① 

冷却水 
雨水 

複合廃水 

浮上分離処理 

浄化槽処理水 

調査地点③ 

調査地点④ 

砂ろ過 

微生物処理 
（接触酸化法） 

活性炭吸着 

調査地点⑤ 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（石油製品・石炭製品製造業） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤放流水（砂ろ過・活性炭吸着処理水）
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（石油製品・石炭製品製造業）  



 

その他工程 

防錆剤添加 

亜鉛皮膜 
（メッキ前処理） 

亜鉛皮膜 
（塗装前処理） 

複合廃水 

調査地点① 調査地点④ 
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浮上分離処理 

調査地点⑤ 

凝集沈殿処理 
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調査地点⑥ 

繊維ろ過 

公共用水域へ放流 公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（輸送用機械器具製造業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（輸送用機械器具製造業）  



 
 

廃ガス洗浄施設廃水 

調査地点① 

調査地点② 

凝集沈殿処理 

調査地点③ 

砂ろ過 

その他処理水 
（生活排水含む） 

調査地点⑥ 

調査地点⑤ 

調査地点④ 

キレート吸着 

調査地点⑦ 

砂ろ過 

調査地点⑧ 

活性炭吸着 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（廃棄物処理業） 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（廃棄物処理業）  



天然ガラス原料溶融時に、微量

成分の一つである亜鉛が揮散

して廃ガス中に存在 

調査地点① 

廃ガス洗浄施設廃水 

凝集沈殿等処理 

調査地点② 

下水道へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（窯業・土石製品製造業） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②下水道放流水(凝集沈殿等処理水)
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（窯業・土石製品製造業） 



脂肪酸誘導体 
生成工程 
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 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（その他の製造業） 



調査地点① 

その他工程 加硫促進剤添加工程 

複合廃水 

調査地点② 

冷却水 
雨水 

調査地点③ 

凝集沈殿処理 

公共用水域へ放流 

亜鉛含有廃水処理工程における調査地点 
（ゴム製品製造業） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③放流水(冷却水混入水)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1 2 3 4

0

5

10

15

ND

(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

（回次）

①複合廃水

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1 2 3 4

0

5

10

15

②凝集沈殿処理水

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

1 2 3

0

5

10

15

4

ND ND ND ND

(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

（回次）

（回次）

(mg/L）

亜
鉛
濃
度

排
水
量

(m3/h)

放
流
水 

処
理
水 

工
程
水 

 懸濁態亜鉛

溶存態亜鉛

排水量

形態別の亜鉛濃度の経時変化（ゴム製品製造業）  
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事業場排水濃度の日間平均値と最大値の関係（全亜鉛）  
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施設
Ｎｏ．

濃度
実流入
汚水量

実使用
人数

１人１日当り
負荷量

１人１日
当り水量

ｍｇ／ｌ ｍ３／日 人 ｍｇ／日・人 Ｌ／日・人

1 0.04 0.822 4 8 206

2 0.06 1.126 4 17 282

3 0.09 0.791 6 12 132

4 0.09 0.583 6 9 97

5 0.13 0.391 6 8 65

6 0.04 1.133 5 9 227

7 0.14 0.695 7 14 99

平均 0.08 11 158

(＊)この調査は第３回専門委員会資料３－１のＰ２に示したものと同一である。

施設
Ｎｏ．

濃度
実流入
汚水量

実使用
人数

１人１日当り
負荷量

１人１日
当り水量

ｍｇ／ｌ ｍ３／日 人 ｍｇ／日・人 Ｌ／日・人

7 0.06 40 220 11 182

8 0.07 480 1,760 19 273

10 0.08 260 871 24 299

12 0.09 90 385 21 234

平均 0.08 19 247

(＊)この調査は第２回専門委員会資料３－２のＰ４に示したものと同一である。
　　 このうち、実際の流入汚水量、使用人数を把握している施設を抽出した。

生活排水における亜鉛濃度と負荷量

（戸建て住宅の場合）

（集合住宅の場合）



生活排水における亜鉛濃度と負荷量（戸建て住宅の場合）

（第３回専門委員会資料３－１、Ｐ２）

１．調査概要

生活排水における亜鉛濃度のレベルを把握するため、戸建て住宅を対象に亜鉛の濃度

を測定した。なお、濃度の測定は１日３回で３日間実施した。

２．調査結果

家屋 濃度 水量 負荷量 備考

( ) ( 日) ( 日) (家族構成)mg/l l/ mg/

１ ０．０４ ８２１．７ ３２．９ 大人 人､子供 人2 2

２ ０．０６ １１２５．７ ６７．５ 大人４人

３ ０．０９ ７９０．６ ７１．２ 大人 人､子供 人4 2

４ ０．０９ ５８２．９ ５２．５ 大人６人

５ ０．１３ ３９０．６ ５０．８ 大人 人､子供 人4 2

６ ０．０４ １１３２．７ ４５．３ 大人 人5

７ ０．１４ ６９５．３ ９７．３ 大人 人､子供 人6 1

平均値 ０．０８ ７９１．４ ５９．６

(注１)濃度、水量は実測値をもとに算出した３日間の平均値

(注２)本調査は平成１６年度に実施



生活排水における亜鉛濃度（集合住宅の場合）

（第２回専門委員会資料３－２、Ｐ４ ））

１．調査概要

生活排水における亜鉛濃度レベルを調査するため、生活排水のみが流入する中規模浄

化槽の流量調整槽からの排出水を測定する。なお、各々における採水時刻は汚水の流入

がピークに達する午前１０時前後とする。

２．調査結果

浄化槽 水道水

施設 道県名 処理対象人員 処理方式 流入水 放流水No.

（人） ( ) ( ) ( )μ μ μg/l g/l g/l

1200 45.9 51.9 26.1１ 長時間ばっ気式

296 75.2 119.5 15.8２ 北海道 長時間ばっ気式

700 58.5 44.2 4.5３ 長時間ばっ気式

1780 72.4 38.0 28.5４ 回分式活性汚泥方式

320 75.2 71.1 7.5５ 千葉県 長時間ばっ気式

1200 83.7 27.4 15.7６ 回分式活性汚泥方式

315 63.3 74.3 10.1７ 長時間ばっ気式

2710 70.8 31.8 24.0８ 岐阜県 連続流入間欠ばっ気

2700 73.0 12.3 2.6９ 長時間ばっ気式

1430 78.5 32.3 2.3１０ ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ方式

350 78.4 51.4 14.7１１ 富山県 長時間ばっ気式

380 91.2 62.7 6.4１２ 連続流入間欠ばっ気

470 74.8 30.1 22.9１３ 連続流入間欠ばっ気

500 79.4 82.9 29.4１４ 福岡県 長時間ばっ気式

291 699.6 33.7 4.7１５ 長時間ばっ気式

699.6 119.5最大値

45.9 12.3最小値

114.7 50.9平均値

(注１)水道水は、各浄化槽に流入する２家庭から採水して得た値の平均値

(注２)本調査は平成１５年９月に実施



下水道の流入水・放流水の亜鉛濃度

（名古屋市の例）

流入水の亜鉛濃度が0.08mg/lとなっている処理場については、住宅地が多く生活排水

の割合が高い地域となっている。また、流入水の亜鉛濃度が0.4mg/lを超過する処理場に

ついては、他に比べて工場が多い等の傾向が見受けられた。

平成16年度 水質検査結果(年間平均値)

処理場名 流入水 放流水

(mg/l) (mg/l)

堀留処理場 0.15 0.06

熱田処理場 0.13 0.04

伝馬町処理場 0.49 0.12

西山処理場 0.08 0.03

山崎処理場 0.47 0.05

千年処理場 0.41 0.11

岩塚処理場 0.13 0.04

名城処理場 0.11 0.05

鳴海処理場 0.17 0.04

柴田処理場 0.11 0.03

打出処理場 0.15 0.03

宝神処理場 0.16 0.04

守山処理場 0.11 0.06

植田処理場 0.08 0.03

平 均 0.20 0.05

（0.13）

（＊１）名古屋市上下水道局ホームページより。なお、露橋処理場については、

平成16年度に施設を改築中のため水質データなし。

（＊２）平均値の（ ）書きは、流入水の濃度が0.4を超過するものを除いた平均値

を参考に求めた。



生活排水における亜鉛濃度の時間変動について

２施設を対象に亜鉛濃度の時間変動調査を実施した。両施設とも流入水及び放流水の

亜鉛濃度の顕著な変動は認められなかった。

＜流入水及び放流水の の時間変動＞Zn

ＮＯ ．８ ＮＯ ．７

流入水 放流水 流入水 放流水

時間帯 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ）g/L g/L g/L g/L
8 9 55.2 63.8～

9 10 78.4 50.1～

10 11 63.4 25.1 53.9 40.6～

11 12 65.3 50.3～

12 13 64.8 55.9～

～ －13 14 61.8
～ －14 15 64.1
～ －15 16 61.8

16 17 60.3 34.3 47.8 55.3～

～ －17 18 53.2
～ －18 19 60.7

19 20 51.8 61.8～

20 21 53.1 49.4～

21 22 69.7 47.9～

22 23 54.3 33.0 41.6 65.0～

23 24 47.2 41.4～

24 1 44.3 73.3～

～ －1 2 46.4
～ －2 3 48.0
～ －3 4 47.8

4 5 35.2 40.1 55.5～ －

5 6 47.0 48.3～

6 7 45.1 48.1～

7 8 50.4 57.5～

（＊注）施設Ｎｏ７、８は第２回資料３－２のＰ４の番号に対応している。.
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非鉄金属鉱床等由来

（支川Ｏ） 

鉱山地域を流域に含む河川における共存金属（亜鉛・カドミウム・銅）濃度の縦断分布 




